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My Any StyleMy Any StyleMy Any StyleMy Any Style    
DAIDAIDAIDAI基板 

製作マニュアル 

CS8416-DAI Ver5.0 

 
 

 

＊＊＊＊注意注意注意注意    

この基板は SOPチップの半田付けが必要のため中級者以上向けの基板です。  

この基板を使用し、感電、火事等の事態、トラブルに関して、一切の責任を当方（片瀬）は負いません

ので、慎重に製作をお願いいたします。ご了承ください。また、本マニュアルに記載されているすべての

物の著作権は放棄していません。第三者に対する無断使用を禁じます。 
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1.概要 
DAI はシーラスロジック社 CS8416 を使用しており、手軽に安価に 192KHｚのデジタルオーディオインタ ーフェースを提供します。 出力には、ジャンパブロックパターンを用意しましたので、フラットケーブルで DAC と接続することも 可能です。また、そのままケーブルを直付けしてDAC と接続するのもいいでしょう。FN1242A-DACと接続する場合は 2階建てにしてジャンパブロックだけで組み合わせることも出来ます。自由に DAC やデジタルフィルタと組み合わせてお使いください。 
2.基板仕様 赤レジスト 金フラッシュ 基板厚 1.6mm 銅厚 70um 

3.接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G*が GNDで IN_*が同軸 SPDIF 

OP*が光モジュールの電源（JP3で電圧を選択） 
G*が GND 
IN*が SPDIF 入力（同軸と光排他選択）光の場合、
R18もしくは R6に抵抗を取り付けない。 
DACへ接続するジャンパブロック 

GND 

 ５V 



シルク 耐圧 値 備考C2 6V～ 100uF～C3 0.1uFC4 4V～ 47uF～ 低ESRコンデンサを付けないでくださいC5 4V～ 100uF～C6 6V～ 100uF～C7 4V～ 10uF リセット用C8 0.01uFC9 0.01uFC10 0.022uF PLLフィルターC11 0.001uF (1000pF)PLLフィルターC12 6V～ 10uF～C13 0.01uFC14 0.01uFC15 0.01uFC18 0.1uFC19 6V～ 10uF～CC1 0.1uFCC2 0.1uFIC1 CS8416IC2 3.3vﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰLED1R1 3kΩ PLLフィルターR2 10kΩR3 47kΩR4 47kΩR5 47kΩR6 75ΩR7 1.2kΩR8 47kΩR9 47kΩR10 47kΩR11 47kΩR12 47kΩR13 47kΩR14 22ΩR15 22ΩR16 22ΩR17 22ΩR18 75ΩR19 47kΩR20 47kΩR21 75ΩR22 75Ω

CS84164.　部品表
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注意 ・入力に光レシーバからの出力を使う場合、SPDIF 用 75Ωを取り付けない状態でお使いください。 ・VL ジャンパは、まずは、3.3V でお使いください。対応の DAC 等が 5V に耐えられない場合最悪壊れます。 ・各ステータスビット用の出力ヘッダはついていません。使用する場合は、C～AUDIO ピンのすぐ後の抵抗の、 チップ側の足から引き出してください。 
 

5.備考 DC カットに使用するコンデンサはサイズに注意してください。 チューブラ型フィルムコンデンサを使用する場合、特に大容量を選ぶと大きさが半端無く大きくなります。 Solen の場合ですと、2.2uF 当たりが丁度良いサイズでした。  その他、部品を選定する際サイズには留意してください。  
6.備考 

 今回、ここのジャンパは今までの DAI から設定が逆になっています。  プルアップ＝１＝右側  プルダウン＝０＝左側 フォーマット    エンファシスコントロール                                                    
    

    

    

    

    

    マスタクロック    シリアルポート設定 
 

 

 

 

＼＼＼＼    CCCC    AUDIOAUDIOAUDIOAUDIO    

I2SI2SI2SI2S    １１１１    ００００    
LeftJustLeftJustLeftJustLeftJust    ００００    ００００    
RightJust24bitRightJust24bitRightJust24bitRightJust24bit    ００００    １１１１    
AES3AES3AES3AES3    １１１１    １１１１    

＼＼＼＼    96KHz96KHz96KHz96KHz    

ONONONON    １１１１    
OFFOFFOFFOFF    ００００    

＼＼＼＼    UUUU    

128fs128fs128fs128fs    １１１１    
256fs256fs256fs256fs    ００００    ＼＼＼＼    RCBLRCBLRCBLRCBL    

MasterMasterMasterMaster（（（（DefaultDefaultDefaultDefault））））    １１１１    
SlaveSlaveSlaveSlave    ００００    
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プルアップ＝１＝右側 プルダウン＝０＝左側 入力セレクト 
 

 

 

 

 

 ☆入力セレクトについて 標準のジャンパパターンでは、正直使いやすいとは言えないと思います。 ロータリースイッチで使用するための方法を記述しておきます。 まず、ロータリースイッチへのケーブルを 2 本、GND 用 2 本、計 4 本を用意します。 うち、ロータリースイッチ用ケーブルの被覆をちょっと長めにはがします。 
 

RXSEL 各ポイントの、ジャンパ 2 ピンにそれぞれケーブルを差し込み、1 に対してブリッジさせます。 
 

 あとは、GND からケーブルを引き出します。 
4 接点のロータリースイッチを用意して、GND と 2 ピンからの引き出したケーブルを接続します。 ＊スイッチの右左回しで、接続ピンは変わります。各自読み替えて接続をお願いします。 ●ロータリースイッチ略図(G が無いところは何も接続しない) 

RX0 ・  ・  ・  ・  ・ 
G    G 

RX1 ・  ・  ・  ・  ・ 
G G 

CH3 CH2 CH1 CH0 

7. DAC出力ピンアサイン 

 
 

 

＼＼＼＼    RXSEL0RXSEL0RXSEL0RXSEL0    RXSEL1RXSEL1RXSEL1RXSEL1    

IN_1IN_1IN_1IN_1    0000    ００００    
IN_2IN_2IN_2IN_2    1111    ００００    
IN_3IN_3IN_3IN_3    ００００    １１１１    
IN_4IN_4IN_4IN_4    １１１１    １１１１    

1 SDOUT 2 GND 3 LRCK 4 GND 5 BCK 6 GND 7 MCK(SCK) 8 GND 9 5V 10 5V 






